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吉野ヶ里遺跡（佐賀県吉野ヶ里町、写真左）は特別史跡として規模・認知度
は異なるが保存・活用方法として多くの示唆がある。山田堰（福岡県朝倉
市、写真右）は水との共存を図る産業遺産でもあり、アフガン支援で著名
な中村哲氏も現地支援の参考に熱心に観察していたという。 
熊本地震の現状を後世にも伝えようと地盤の亀裂が保存展示されている
（熊本県阿蘇市、写真左）。日本史的にも重要な史跡 して地元住民・関係
者の熱意の と整備されている江田船山古墳（熊本県和水町、写真右）。 
紫波町メンバーによる県立大での
お話は学生にも興味深かった。同
時に学生世代の感想が会の活動の
参考にもなった（写真左）。紫波町
関係者と共に町にある様々な歴史
文化資源に学生も触れていった。
知らなかった話を直接見聞きする
中で興味と共にそれを活かすまち
づくり提案を刺激した（写真下）。 
研究会の活動、紫波の歴史・文化などについて一通りの学び体験のあと、学生
側から紫波町の歴史・文化を活かした各種提案がされた。会場には多くの町内
関係者・住民が参加し、非常に熱心な議論となった。 
今後 取り組みとして、スタンプラリー、フォトスポットの創設、ご当地検定
など様々なアイディアが提示、想像された。またこれまでの会の活動経験も踏
まえて、情報発信の際に受け手に興味を持ってもらえるような表現方法、単発
のイベントではなく四季を通じて年間で仕掛ける考え方など、各世代からの検
討の中で新しい発想も生まれてきた。 
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